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光ケーブル 
 

用意するもの 

プラスチック光ファイバ、紙コップ、金または銀紙、太陽電池、懐中電灯 

ラジカセ、マイクプラグと導線、テレビとリモコン 

①光の性質 
 

（１）光はふつう 

  

 

 

（２）光は水に入るとき    

 

 

 

（３）光は水から出ようとするとき、すべて  

 

 

 

 

   されるときがある。 

 

（４）光はガラスから出ようとするときも、すべて 

 

 

 

 

  されるときがある。 

ガラスの中をとおるレーザー光をみてみよう 

 

すすむ。 



②プラスチック光ファイバ 
 

（１）光ファイバに光を入れてみよう 

 

 

 

（２）いろいろなものに近づけてみよう、見えるかな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）赤外線（テレビのリモコン）はとおりぬけるかな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤

青 

リモコン 



③光で自分の声をおくろう 
 

送信機作り 

紙コップの底をカッターできりとり、金または銀紙をはる。 

しわにならないようにていねいにはろう。 

 

受信機について 

太陽電池を導線とマイクプラグでラジカセにつないだもの。 

 

（１）まず、ふつうの光通信をしてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い 

あ 

（２）次に、おまちかねの光ファイバ通信をしてみよう 

太陽電池 
ラジカセ 

懐中電灯 
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